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岡岡 谷谷 市市 民民 憲憲 章章

緑と湖につつまれた美しい郷土、ここに生きるわたくしたち岡谷市民は、先人の努力を

うけつぎ、明るく豊かな近代都市をめざして、この憲章をかかげ力強く前進します。

わたくしたちは、

ああたたたたかかいい心心ででままじじわわりり、、住住みみよよいい人人間間尊尊重重ののままちちををつつくくりりまますす。。

自自然然をを保保護護しし、、公公害害ののなないい美美ししいい環環境境ののままちちををつつくくりりまますす。。

心心身身ををききたたええ、、明明るるいい健健康康ののままちちををつつくくりりまますす。。

教教養養をを深深めめ、、かかおおりり高高いい文文化化ののままちちををつつくくりりまますす。。

仕仕事事にに誇誇りりををももちち、、豊豊かかなな産産業業ののままちちををつつくくりりまますす。。

（昭和 年 月 日制定）

人人 権権 尊尊 重重 都都 市市 宣宣 言言

わたくしたちは誰もが等しく基本的人権が保障され、人間らしく幸せに生活したいと

願っています。

市民憲章では「あたたかい心でまじわり、住みよい人間尊重のまちをつくります。」

と掲げ、全市民が人権意識を高めるための努力をしています。

しかし、わたくしたちの周りには、さまざまな人権問題が存在していることも事実です。

今こそ、人権の尊重は、市民一人ひとりの課題として受けとめ、明るく住みよいまち

づくりのために努めなければなりません。

よって、わたくしたちは、基本的人権を正しく理解し、あらゆる人権侵害をなくすこ

とを誓い、ここに岡谷市を「人権尊重都市」とすることを宣言します。

（平成 年 月 日宣言）

おお かか やや 子子 育育 てて 憲憲 章章

わたくしたち岡谷市民は、未来を担う子どもたちの健全な成長を願い、子どもの心の自

立を支えるため、市民総参加による子育てのまちづくりを進めます。

わたくしたちは、

明明るるくく元元気気でで健健ややかかなな子子どどももにに育育ててまますす。。

命命をを大大切切ににしし、、感感謝謝のの心心とと思思いいややりりののああるる子子どどももにに育育ててまますす。。

自自らら求求めめ、、粘粘りり強強くくややりり抜抜くく子子どどももにに育育ててまますす。。

行行動動にに責責任任をを持持ちち、、ひひととりり立立ちちののででききるる子子どどももにに育育ててまますす。。

力力をを合合わわせせてて人人ののたためめにに尽尽くくしし、、郷郷土土をを愛愛すするる子子どどももにに育育ててまますす。。

（平成 年 月 日制定）
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岡岡 谷谷 市市 のの おお いい たた ちち
縄縄文文時時代代

この地に私達の祖先の縄文人が住むようになったのは、今からおよそ 万年前、縄文時代の

最も早い時期にさかのぼります。豊かな湖と山野に囲まれ、東西文化の接点という交流の要衝

として、また和田峠の黒曜石の集散地として縄文時代全般にわたって、大きなムラが営まれま

した。

弥弥生生時時代代

諏訪地方では最も早く稲作農耕の技術が伝わり、大小の沢、湧水地、天竜川縁辺に大きなム

ラが発達し、たくさんの玉類を身に付けた王者が存在するほど発展します。

古古墳墳・・奈奈良良・・平平安安朝朝時時代代

やがて小地域ごとにクニを治めるような有力な豪族が生まれます。律令体制が整い、国の統

治が全国に及ぶ頃になると、信濃国の諏訪郡役所が長地一帯に設けられ、長大な掘立建物をも

つ役所を中心にマチが発展しました。また、官牧の岡屋牧が定められ、この頃、信濃の駒の産

地の一つとして、朝廷に馬を献上していました。

中中・・近近世世

鎌倉時代、諏訪の武士はその誉れが高く、重臣として活躍をします。南北朝時代には、諏訪

上下両社とも南朝方として宗良親王を奉じ、全郡あげて天下に呼号しました。足利幕府が弱体

化し、戦国時代となると、それまで統治していた諏訪氏が滅ぼされ武田氏の領国となります。

関ヶ原の戦い以後、諏訪氏が旧領に復帰して明治まで高島藩の藩政が行われました。そして江

戸時代は、綿打業とその糸を使った小倉織が盛んになり、諏訪の名物となって岡谷も栄えます。

明明治治維維新新以以後後

明治４年 月、信濃国は大きく長野・筑摩の２県に分割され、この地は、筑摩県官下とな

って、郡県政治が行われることになりました。当時現市域は 村に分かれていました。

明治７年筑摩権令の合併勧奨指導のもとに平野村 ７か村 、湊村 ２か村 、川岸村 ５か村 、

長地村 ３か村 が誕生し、明治９年には、筑摩県は長野県に統合されました。産業の近代化が

すすめられる中で、この地は器械製糸業を積極的に取り入れ、大正から昭和初期には世界の一

大製糸業地として発展します。

市市制制施施行行

昭和 年４月、平野村は全国一の大村から一躍、市制を施行しました。これは製糸業の隆

盛とともに人口が増加し、また工業都市への転換が図られるなど、まちが飛躍的に発展を遂げ

たからでした。

産産業業のの変変遷遷 －－ 製製糸糸業業かからら精精密密機機械械工工業業へへ －－

明治以前の諏訪地域は、産業構造の約９割を農業が占めていましたが、盆地のため耕地面積

が少なく、気候特性から年間を通じて耕作できる期間が短いため、「農閑余業」として綿打ち

や小倉織などが盛んに行われていました。また、稲作のできない中山間地では桑を植え、養蚕

が行われ、牛首による生糸生産も行われていました。

安政６ 年６月に横浜が開港すると、ヨーロッパの生糸需要に呼応して、輸出が始まり

ました。その割合は万延元 年には、わが国の総輸出品額の ％にも上り、横浜港開港

から昭和９ 年までの 年間、生糸は輸出総額の第１位を占めていました。
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明治に入ると、政府は「殖産興業」政策を打ち出し、新しい技術を海外から取り入れ、近代

的産業を興すことになります。こうした中、明治８ 年に平野村 現岡谷市 で、イタリア

式繰糸法とフランス式繰糸法を折衷した「諏訪式繰糸機」が武居代次郎らによって開発されま

す。この「諏訪式繰糸機」は、多条繰糸機や自動繰糸機が普及する昭和初期に至るまでの長き

にわたって使われ、諏訪地域は日本一の生糸生産量を誇りました。

大正初期頃までの輸出生糸のほとんどは諏訪式繰糸機によって生産され、外貨獲得に大きく

貢献し、わが国の近代化の礎を築きました。さらに、その後も岡谷の人間がかかわる中で開発

され、実用化された多条繰糸機や自動繰糸機により、生糸の生産量や品質は飛躍的に向上しま

した。岡谷が「世界一の製糸工業地帯」となった背景には、器械製糸業の積極的な導入に加え、

製糸に必要な水が諏訪湖、天竜川をはじめとして豊富にあったこと、繭保存に適する乾燥気候

だったこと、原料繭を近隣地域から得やすかったこと、燃料である薪や亜炭などが得られたこ

と、優れた経営者や技術者がいたこと、繭・生糸商人や金融機関の支えがあったことなどの理

由が考えられ、これらのうちどれか一つ欠けても「絲都岡谷」は実現しませんでした。なかで

も ～ ミクロンという繊細な繭糸を継ぎ足し、 ～ ミクロンという生糸をつくる根気の

いる仕事を延々と続けてきた大勢の工女さんなくして岡谷の製糸を語ることはできません。

こうした中、大正３ 年に第一次世界大戦が起こると、戦場となったヨーロッパが大打

撃を受ける一方、戦場とならなかったアメリカは戦後、いわゆる戦争景気に湧き、絹の需用が

大きく伸びました。そのため、生糸の最大供給国であった日本の生糸のほとんどがアメリカに

輸出され、わが国も好景気に沸き、当地域の製糸業も全盛期を迎えます。

しかし、昭和４ 年に発生した世界恐慌により、アメリカへの生糸輸出が滞り、昭和５

年にはわが国も不景気に転じます。そのため製糸工場の多くが休業・倒産に追い込まれ、

養蚕や製糸業は急激に衰退しました。

昭和 年に第二次世界大戦が勃発すると、戦火を逃れるため都会から航空機や計器

メーカーなどの軍需工業が疎開をしてきました。その背景には、製糸業の衰退に伴う遊休工場

があり、経営者や労働者がいたことが影響していると言え、こうして岡谷は軍需工業地帯へと

変貌しました。

戦後は、この地域に根付き発展した疎開企業をはじめ、元々地域にあった企業や、それらの

下請け企業が核となり、機械工業の基礎を形成します。なかでも、ミクロン単位の繭糸を絶え

間なく繰り続ける精密加工としての製糸技術の蓄積に加え、きれいな水や空気、乾燥気候など

製糸業が必要としたものと同様の条件がこの地に備わっていたことから、精密機械工業が飛躍

的に発展します。岡谷は諏訪湖を中心に高い山々に囲まれたまちであり、精密機械で有名なア

ルプスの国々に例えられ、「東洋のスイス」と呼ばれるようになり、国内でも有数の精密工業

都市へと発展しました。

現在では、高度な超精密加工技術を有する企業が立地し、全国屈指の企業集積地として、そ

の技術は様々な分野で高く評価されています。
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③ 岡谷市文化財保護審議会委員 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

④ 施 設 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

⑤ 岡谷市内の指定・登録・認定等文化財 ・・・・・・・・・・・・・・・・・
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（（４４））教教育育委委員員会会機機構構

図 書 館

学童クラブ

・放課後・休業日

・土曜（岡谷田中）

岡谷田中第１・岡谷田中第２・神明第１・

神明第２・川岸第１・川岸第２・長地第１・

長地第２・小井川第１・小井川第２・

上の原・湊・ひかりクラブ

教教

育育

総総

務務

課課

学 校 教 育

子ども総合

相談センター

教 育 企 画

分 室

自立支援教室（フレンドリー教室）

中 学 校

小 学 校
川岸・神明・小井川・

岡谷田中・湊・長地・

上の原

自 立 支 援 教 室 （ 全 ４ 中 学 校 ）

岡谷西部・岡谷北部・

岡谷南部・岡谷東部

青 少 年

美術考古館

生涯学習推進

少年愛護センター

塩嶺野外活動センター

 

生涯学習活動センター

学びの創生・

連携支援室

教
育
担
当
参
事

教

育

部

長

川岸学園設立準備室

川川
岸岸
学学
園園
設設
立立
準準
備備
室室

教

育

委

員

会

教

育

長

 

生生

涯涯

学学

習習

課課

スス
ポポ
ーー
ツツ
振振
興興
課課

市営岡谷球場、岡谷市民川岸スポーツ広場、岡谷市

民湖畔広場、スポーツプラザ（岡谷市民総合体育館、

岡谷市営庭球場、岡谷市民水泳プール）、岡谷市

やまびこ国際スケートセンター、市営陸上競技場

湊 公 民 館（分館２）

川岸公民館（分館６）

長地公民館（分館４）

スポーツ振興

文 化 財
旧林家住宅（国指定重要文化財）

旧渡辺家住宅（長野県宝）

美術考古館

 

市史編さん準備室 
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（（５５））事事務務分分掌掌

区 分 事 務 分 掌

教

育

総

務

課

教 育 企 画

１．教育委員会の会議

２．教育委員会規則の制定及び改廃

３．事務局、学校、その他の教育等機関の職員の人事

４．教育委員会の施策の企画及び調整

５．法第 条に規定する教育に関する事務の管理及び執行の状況点検及び評価等

６．教育財産の管理

７．学校その他の教育等機関の設置、管理、廃止

８．教育委員会所属職員の厚生及び福利

９．教育に係る調査及び基幹統計

．公印の管理

．文書の収受及び保管

．教員住宅

．校長及び教職員の服務並びに研修

．育英事業

．ＰＴＡ等

．事務局、部及び課の庶務

学 校 教 育

１．学校の組織編制、教育課程、学習指導、生徒指導及び進路指導

２．学力向上

３．教科書その他教材の取扱い

４．通学区域の設定及び変更

５．学齢児童、生徒の就学並びに入学及び転学

６．児童生徒の保健、衛生及び安全

７．学校給食

８．学校施設の整備及び営繕

９．学童クラブの管理運営

．放課後子どもの居場所づくり事業の運営

．その他学校教育

子ども総合

相談センター
（分室・ﾌﾚﾝﾄﾞﾘｰ教室）

１．教育支援主事及び子ども教育支援相談員の統括

２．就学支援に関する総合調整

３．学校・家庭・関係機関との連携

４．学校諸問題に関する総合的な教育・相談支援

５．岡谷市いじめ問題対策連絡協議会

６．岡谷市いじめ問題対策調査委員会

７．岡谷市子ども教育支援チーム

８．その他教育委員会が特に必要と認めること

学びの創生・

連携支援室

１．教育ＩＣＴを活用した豊かな学びの推進

２．教職員の資質向上、授業改善及び児童生徒の学力向上の推進

３．幼保小中の連携及び小中一貫教育の検討

４．岡谷スタンダードカリキュラムを基盤としたふるさと学習の推進

５．学校生活における指導上の問題その他学校教育に係る専門的事項の支援

６．その他教育委員会が特に必要と認めること

川岸学園設立準備室

１．小中一貫教育を行う義務教育学校の整備

２．川岸小学校の長寿命化大規模改修の検討

３．幼保連携型認定子ども園の整備
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生

涯

学

習

課

生涯学習推進

１．生涯学習の総合計画及び推進

２．社会教育の振興

３．社会教育委員の会議及び研修

４．社会教育施設の整備及び監督管理

５．人権教育

６．生涯学習に係る学級、講座、講演会等の企画実施

７．社会教育団体及び学習グループの育成

８．学習ボランティアの育成

９．公民館等の連絡調整

．生涯学習館の管理

．所管する公印の管理

．課の庶務

青 少 年

１．青少年育成関係団体事務の総合調整

２．青少年育成関係団体及び地区組織等の育成

３．青少年及び指導者の研修

４．少年愛護センター

５．青少年教育並びに青少年の総合対策、企画及び調査

６．青少年問題協議会

７．二十歳を祝う会

８．塩嶺野外活動センターの管理運営

図 書 館

１．図書館の管理

２．図書館活動の総合的企画及び調査

３．図書館資料の収集、整理及び保存

４．図書館資料の利用のための相談、閲覧及び貸出し

５．図書館関係機関、関係団体、読書団体との連携及び調整

６．公印の管理

美

術

考

古

館

美術考

古館

１．美術考古館の管理

２．美術考古館活動の総合的企画及び調査等

３．美術品及び考古等に係る資料の収集、保管並びに調査、研究

４．美術考古館資料等の公開、利用及び活用並びに教育普及活動

５．公印の管理

文化財

１．文化財の保護及び調査

２．旧林家住宅の管理

３．旧渡辺家住宅の管理

４．その他文化財に関すること

市 史 編 さ ん

準 備 室

１．市史編さん室の設置について

２．市史編さんの基本方針及び基本計画の策定

３．関係資料の調査、収集及び保存

４．その他市史編さんに必要な事項

湊 公 民 館

川 岸 公 民 館

長 地 公 民 館

１．学級、講座、講演会等の企画実施

２．社会教育団体及び学習グループの育成

３．分館活動の育成指導

４．公民館図書室

５．公民館の管理運営

６．公印の管理

７．その他各公民館との連携

ス

ポ

ー

ツ

振

興

課

スポーツ振興

１．スポーツの振興及び指導

２．各種スポーツ大会の計画及び運営

３．スポーツ関係団体

４．市営岡谷球場、岡谷市民川岸スポーツ広場、岡谷市民湖畔広場、スポーツプ

ラザ（岡谷市民総合体育館、岡谷市営庭球場、岡谷市民水泳プール）、岡谷市

やまびこ国際スケートセンター、市営陸上競技場

５．学校体育施設の開放

６．岡谷市やまびこアリーナの財産管理

７．課の庶務
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（（６６））教教育育委委員員会会事事務務局局職職員員数数

教育長 部長 参事 課長 副参事 室長 統括主幹 主幹 主査 主任 主事 事務員 会計 合計

教教育育部部長長

教教育育担担当当参参事事

教教育育総総務務課課

生生涯涯学学習習課課

   【美術考古館】

【文　化　財】

ススポポーーツツ振振興興課課

合合　　　　　　　　　　計計
（　）内は兼務者で外数
「会計」は会計年度任用職員（専門職）

（令和5年4月1日現在）

生 涯 学 習 推 進

青 少 年

図 書 館

教 育 企 画

教教育育長長

子 ど も 総 合
相 談 セ ン タ ー

美 術 考 古 館

【長地公民館】

【川岸公民館】

【 湊 公 民 館 】

ス ポ ー ツ 振 興

学 校 教 育

学 び の 創 生 ・
連 携 支 援 室

川川岸岸学学園園設設立立準準備備室室

市史編さん準備室
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（（６６））教教育育委委員員会会事事務務局局職職員員数数

教育長 部長 参事 課長 副参事 室長 統括主幹 主幹 主査 主任 主事 事務員 会計 合計

教教育育部部長長

教教育育担担当当参参事事

教教育育総総務務課課

生生涯涯学学習習課課

   【美術考古館】

【文　化　財】

ススポポーーツツ振振興興課課

合合　　　　　　　　　　計計
（　）内は兼務者で外数
「会計」は会計年度任用職員（専門職）

（令和5年4月1日現在）

生 涯 学 習 推 進

青 少 年

図 書 館

教 育 企 画

教教育育長長

子 ど も 総 合
相 談 セ ン タ ー

美 術 考 古 館

【長地公民館】

【川岸公民館】

【 湊 公 民 館 】

ス ポ ー ツ 振 興

学 校 教 育

学 び の 創 生 ・
連 携 支 援 室

川川岸岸学学園園設設立立準準備備室室

市史編さん準備室
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（（３３））教教育育費費のの年年度度別別推推移移

一般会計(A) 教育費（B） 比率（B/A） 一般会計（C) 教育費（D) 比率（D/C)

平成元

平成2

平成3

平成4

平成5

平成6

平成7

平成8

平成9

平成10

平成11

平成12

平成13

平成14

平成15

平成16

平成17

平成18

平成19

平成20

平成21

平成22

平成23

平成24

平成25

平成26

平成27

平成28

平成29

平成30

令和元

令和2

令和3

令和4

令和5

当初予算 最終予算

年度

（単位　千円）
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３３ 教教 育育 総総 務務 課課
（（１１））令令和和５５年年度度 学学校校教教育育基基本本方方針針

■■ 『『学学校校教教育育ススロローーガガンン』』

おかや子育て憲章及び岡谷市教育大綱に掲げた教育理念のもと、

少子高齢化、グローバル化が進む現代社会の中で、一人ひとりの個

性、人格、人権を尊重しながら、個々の能力、適性に応じた教育を

推進し、魅力と活力ある学校づくりを推進します。

更に、知識を基盤としながら、思考力・判断力・表現力などの知

識を活かす能力を高め、自ら主体的に学び、たくましく生き抜くこ

とのできる力を養います。

■■「「学学校校教教育育 ４４つつのの重重点点」」

１１ 未未来来をを切切りり拓拓くく確確かかなな学学力力のの定定着着

〇基礎基本の学力の定着と思考力・判断力・表現力及び学びに向かう力の醸成

〇グローバル社会に対応する人材の育成

〇ＩＣＴを活用した学習の研究・実践

２２ 地地域域にに根根ざざししたたふふるるささとと学学習習のの推推進進

〇岡谷スタンダードカリキュラムの推進

〇地域に開かれた学校づくりの推進

〇家庭教育の支援

３３ 自自立立とと共共生生ににつつななががるる豊豊かかなな心心とと健健ややかかなな体体をを育育むむ教教育育活活動動のの充充実実

〇人権教育・道徳教育の充実

〇特別支援教育の充実

〇困難な悩みを抱える児童生徒への支援

〇高等学校以上の教育との連携

〇体力向上と健康教育の推進

４４ 笑笑顔顔でで安安心心ししてて学学べべるる教教育育環環境境のの整整備備

〇安全･安心の教育 検討

〇学校施設・設備の充実（学校施設の長寿命化計画の推進）

相即不離

生生きき抜抜くく力力とと創創造造力力、、知知的的好好奇奇心心溢溢れれるる心心豊豊かかななひひととづづくくりり

◎◎ふふるるささとと岡岡谷谷ののひひとと・・もものの・・こことと・・こここころろとと紡紡ぐぐ

令令和和５５年年度度 岡岡谷谷市市教教育育委委員員会会 学学校校教教育育のの重重点点項項目目

・・アアフフタターーココロロナナをを見見据据ええたた安安全全・・安安心心なな学学校校経経営営へへのの支支援援

・・異異年年齢齢のの子子どどももたたちちををつつななぐぐ、、川川岸岸学学園園構構想想のの推推進進

・・ をを活活用用ししたた個個別別最最適適なな学学びびとと協協働働的的なな学学びびのの充充実実

・・岡岡谷谷ススタタンンダダーードドカカリリキキュュララムムにによよるるふふるるささとと学学習習のの実実践践

・・イインンククルルーーシシブブ教教育育をを基基盤盤ととししたた特特別別支支援援教教育育のの充充実実

・・安安全全快快適適なな学学習習環環境境整整備備

（（岡岡谷谷田田中中小小エエレレベベーータタ等等整整備備、、北北部部中中トトイイレレ洋洋式式化化改改修修））

成長保障学力保障
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（令和５年５月１日現在）

区    分

男 女

川   岸   小

（兼務者）

神　 明　 小

（兼務者）

小 井 川 小

（兼務者）

岡谷田中小

（兼務者）

湊         小

（兼務者）

長   地   小

（兼務者）

上 の 原 小

（兼務者）

小    計

岡谷西部中

（兼務者）

岡谷北部中

（兼務者）

岡谷南部中

（兼務者）

岡谷東部中

（兼務者）

小    計

※（　）は兼務者で上段の本務者には含まれない

中
　
学
　
校

小
　
学
　
校

合

計

養

護

教

諭

養

護

助

教

諭

講

師

事

務

職

員

小

計

小

計

部

活

動

指

導

員

②②　　学学校校教教職職員員数数

心

の

教

室

相

談

員

県　　　　　　　　　　　費

図

書

館

司

書

給

食

調

理

員

栄

養

教

諭

市　　　　　　　　　　　費
ス

ク
ー

ル

サ

ポ
ー

ト

ス

タ

ッ

フ

ス

ク
ー

ル

サ

ポ
ー

ト

ス

タ

ッ

フ

自

立

支

援

教

室

自

立

支

援

員

合         計

業

務

員

特

別

支

援

教

育

支

援

員

校

長

教

頭

教　諭

学  校  名

事
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⑦⑦　　人人口口及及びび児児童童生生徒徒数数のの年年比比較較

(毎年５月１日現在）

児童数（Ｂ）
増減
指数

生徒数（Ｃ）
増減
指数

児童生徒数
合計（D）

人口対比
（D／A）

人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％

元

元

中    学    校

年度 人口（Ａ）
増減指数

平成元年を
100とした場合

小    学    校 小中学校
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